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＜学校教育目標＞ 
 自ら学び 自他を尊重し 
 心豊かでたくましい生徒の育成 
 
＜重点目標（スローガン）＞ 
感謝＋優しさ＝笑顔と幸せへの道 
発行：長崎市立丸尾中学校 
文責：校長 川口 猛 
令和８年１０月９日（金）ＮＯ２９ 
日  ＮＯ２３ 

日（金） ＮＯ１６ 

＜道しるべ＞ 

自分の足で歩けること、おいしく

食事ができること、 

痛みなく睡眠がとれること 

病気になると、 

それだけでも十分に幸せだと気づ

きます。 

人間最大の不幸は、自分が幸せだ

と気づかないことです。 

 

学力の向上に向けて 
 

 

 

 

 

本号は届くのは、１０月９日（金）。皆さんの中には、この日はどのような日になっていいるでしょうか？

この通信を書いているのが、１０月６日（火）夜ですので、その日にちから想像するに、おくんちの最終日？

でしょうか。おくんちも、別に悪い行事ではないのです。長崎の伝統を伝える踊り町の文化を観ることがで

きる期間です。まさか、出店だけを回るということはないですよね・・・・・ 

さて、本題です。今週末は、前期の成績を皆さんに渡す日です。そう伝えると、ネガティブな気持ちになる

人も多いのではないでしょうか？ 

 通知表をネガティブに見るのではなくて、自分のこれまでの取組を振り返る材料としてほしいと思います。 

振り返るポイントを今思いつく順にあげてみましょう。 

 〇『早寝、早起き、朝ごはん』という視点 

 〇『ネットの時間は？』という視点 

 〇『時間を守る』という視点 

 〇『必要なものは準備ができる』という視点 

 〇『心清らかに、授業に臨むことができたか？』という視点 

 〇『授業中の指示に素直に従って授業に取り組んだか』という視点 

 〇『記入すべきところには記入し、考えて書くところには、考えて少しでも表現することに務めたか』と

いう視点 

 〇『定期テストはもちろんのこと、小テストなど、小さなハードルに対し、それを超えようと努力を積み

重ねたか』という視点 

 〇『提出物を出すことは最低限度として、提出物の内容に取組の努力の跡が自分で見た時にわかるか』と

いう視点 

 〇『もらったプリントを綴じるなり、貼るなり、整理ができたか？』という視点 

 〇『キュビナ』を週末に活用したかという視点 

 〇『途中の計算式を書いたり、大事なところだと後でわかるように書いたかなど、書くことに対してまじ

めに取り組んだか』という視点 

 〇『音読して、教材を読むことができたか』という視点 

 〇『自律ができたか？（自分で自分を律するできたか）』という視点 

 〇『テストの後の訂正ノートを、機械的に作るのではなく、できなかったところをできるようになろうと

思ってつくったか？』という視点 

 〇『学力と生活面は切っても切り離すことができないと意識して、前向きに、まじめに、素直に生活する

ことができたか？』という視点 

 

 たくさん上げましたが、自分なりにこの通過点を、『自分を変えるキーポイント』にしてほしいと思います。

自分を変えるキーポイント＝chance（チャンス）です。変わるのだから、それは change（チェンジ）で

す。しかし黙っていても変わらない。そこに何かプラス（＋）になることに try しなきゃいけない。そ

れが、challenge（チャレンジ）です。聞き覚えありますよね・・・・・学力向上！大事です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上に向けて、丸尾中学校が取り組むプランを作成しました。令和８年度学力向上プランです。各種

学力検査等をもとに、本校生徒の実態と、検査の考察を基にして、作成しています。 

各ご家庭でも閲覧いただき、学ぶ力を主体的に獲得していくために、どのような支援が子供一人一人に必

要なのかをお考えいただきながら、学校と家庭で協力しながら、学力向上の道を歩んでいきましょう。本日

は、通知表をお渡しいたしましたが、単に数値にとらわれることなく、総合的な学習の時間の評価や、行動

に係る評価なども参考にしながら、ポジティブに今後のことを話し合っていただく機会にしてほしいと願っ

ています。よろしくお願い申し上げます。 


